
企 業 組 合  むろづ み空 想 計 画 舎
まちと自 然 、 自 分とひと 、 み ん な のきょりが ちょうど いい 。

空 想をカタチに  地 域を自分ごとに
というコンセプトのもと、室積 地域でできること、やりたいことを形にしている団体です。

※企業組合  むろづみ空想計画舎は室積に在住、もしくは室積を盛り上げたいと考えている様々な業種の方々で、活動しております。

・室積ポータルサイト運営（2 0 2 4 年より公開）
・移住検討、観光客向け現地ガイド（ウォーキングツアー）
・民泊、シェアオフィス、スペースや自転車レンタルの管理及び運営
・空き家などの不動産管理
・移住交流の促進、地域活性化に関するイベントの企画及び運営　など。

これまでの活動を一部ご紹介

峨嵋山及び杵崎神社周辺の整備・イベント開催
長年使用されず荒れ果てていた峨嵋山、杵崎神社の“野天の桟敷”。

大人・子どもたちと草刈り・清掃整備することで、音楽や芸術などのイベント開催が出来る空間になりました。
今後は市民に開かれたイベントスペースとして利用を考えております。

主な事業内容 室積  観光・移住
ポータルサイト

↓

Before A f ter

2023 年 11 月開催
桟敷の音楽会

2024 年 3 月開催
脳が脱皮する美術館 対話型アート鑑賞



ウォーキングツアー、峨嵋山遊歩道の維持管理
旅行者・移住検討者へのウォーキングツアー実施。
ウォーキングツアーは、他のツアーに比べ、
旅行先の空気や雰囲気をより身近に味わうことができます。
より詳しく地元の歴史や地理、お店の案内、
地元民と知り合うことも可能です。

地域コミュニティ
ビーチ野球大会など、室積に在住している方々向けの
イベントも臨時行っております。

イベントの企画・サポート
室積にある施設や店舗を利用したイベント企画・運営、
また個人・会社でイベントを検討している方への場所提案や準備等の
サポートをしております。

↓過去に開催・サポートしたイベント
[ むろづみアート FES ]  2024/11/30
海商通りの古民家や店舗を借り、一般社団法人七福 ar t によるパラアートと、
室積に縁あるアーティスト作品を展示。
室積市場んのマルシェ、むろ計舎はランタンワークショップと
プロジェクションマッピングを行う。（来場者数おおよそ 1000 名程）
（主催：七福アート、室積市場ん、むろづみ空想計画舎）

[ 映画上映（映画名：奈緒ちゃん）・伊勢監督トークショー ] 2024/4/29
海商通り沿いの喫茶はらだを利用した映画上映会。
監督を招き、上映後トークショー行う。（主催：むろづみ空想計画舎）
[ ミュージシャン Suzuma Nomu ra さんによるライブ ] 2024/5/3
室積出身者でもある、フォルクローレ（南米民俗音楽）演奏者、
Suzuma Nomu ra さんのライブ。
ボルダリング場である室積 BASE を利用したライブイベントの運営サポートを行う。

ハイスクール  レンタサイクル
高校３年間で使用しなくなる登校用の自転車を引き取って、 
室積エリアのレンタサイクルとして活用します。



活動にご興 味のある方、ぜ ひ、“むろづみ空 想計 画 舎”の活動を
皆 様に広めていただけますと幸いです。

お問い合わせはこちら＞代 表：山 本  統  m u r o z u m i . y a m a g u c h i @ g m a i l . c o m

なぜ、企業組合なのか？

" 企業組合  むろづみ空想計画舎 " について

世の中には、派閥・しがらみ・肩書き・立場など、分断を誘発する見
えない枠組みが様々あります。でも、枠組みに関係なく、つながりを作
り、地域内外を超えて「とにかく、みんな良くなればいい」そんな思い
で活動しています。
みんなが自立しながらも連携する、風通しの良いコミュニティ感覚をもっ
ている、そんな地域社会を目指します。

目的が利益の追求じゃないから
むろづみ空想計画舎は「企業組合」として法人格をもっています。
一般的に「株式会社」や「合同会社」の目的が利益の追求であるのに対し、企業組合の目的
は地域課題の解決と納得感のあるくらしを実践することです。利益の追求は、それら目的のた
めの不可欠なツールの一つと考えています。

地域を自分ごとにしてほしいから
それぞれが仕事を持ちながら関わっている組織なので、上下関係はなく、対等な立場です。別
の言い方をすれば、上司も部下もないので、考えたことをやらせる・言われたことをやる、とい
うことはなく、まずは自ら考え、行動に移すことが求められます。もちろん、得意・不得意が
あるので、お互いにコミュニケーションを取りながら、テーマやタスクによって仲間や地域の方々
に頼ったりもします。

大切にしていること

・室積をフィールドに、ただ「住む」からしっかり「暮らす」自立した地域人※が増えていく活
動を続けていく。

・「こうだったらいいのになぁ」と思うことを自分事として捉え、まず動いてみる。

・何もまちのために、人のために事を起こすのではなく、まずは自分のために事を起こす。
（その行いが自然とまち、ひとのために成っていく。その順序を間違えてはいけない。）

※自立した地域人
「日々のくらしを楽しみ、収益性があるないに関わらず、地域は自分たちが作っているという
当事者意識をもち、行動に移している人」のこと。 彼らのコミュニティは風通しが良く、自立
しながらも連携することができる。

室積という地域にしっかりと「くらす」地域人が増えている。
「このまちが好きだよね」な人がいっぱい。

方針

目指す風景

人にはそれぞれ、周りを幸せにできる範囲があると思います。家族？友人？地域全体？‥でも、
何より先に自身が幸せであることが第一。そうでなければ、周りも幸せにできません。その範
囲が広い人が偉くて、狭い人がダメという話ではなく、「広くできるように頑張りましょう」と
いう話でもない。自分自身と謙虚な気持ちで向き合い、自身の範囲を見極めることが大切だと
考えています。範囲を見誤ると「大切なもの」を失いかねません。

価値基準


